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社会福祉法人 室蘭福祉事業協会 

第５期 一般事業主行動計画 

 

Ⅰ 基本的な考え方 

 子育てをする職員が子育てに喜びを実感し、仕事と子育ての両立が図られる

よう、職員全員で支え合い、また、地域社会においても、子育て支援の取り組

みに積極的に参加し、次代を担う子どもたちが健やかに生まれ、育てられる環

境をつくるため、次のように行動計画を策定する。 

 

Ⅱ 行動期間  

 令和７年４月１日 ～ 令和１２年３月３１日（５年間） 

 

Ⅲ 目標と対策 

１ 仕事と子育ての両立を図るための雇用環境の整備 

（１）妊娠中及び出産後における配慮 

母性の保護及び健康管理に配慮するとともに、父親の子育て参加を促進

する。 

    ① 職員の健康や安全に配慮する。 

      健康審査の受診、母性や胎児に影響しないような配慮等をする。 

    ② 原則として超過勤務は命じない。 

      規程に基づき、請求者に対し時間外労働及び休日労働、深夜労働を

させてはならない。 

③ 出産費給付等の経済的支援の周知 

  制度の内容、事務手続き、経済的支援等の情報を提供する。 

④ 特別休暇制度の取得促進を図る。 

      職員及び職場の制度理解のためホームページの積極的な公表や 

パンフレットを作成する。 

    ⑤ 父親の特別休暇の取得促進を図る。 

      ５日間の出生時特別休暇の取得、特別休暇やその休暇と年次有給休

暇を合わせた連続休暇の取得を促進し、職場での取得促進の積極的

な働きかけ、取得しやすい雰囲気を醸成する。 

 

（２）育児休業等の取得しやすい環境の整備等 

   数値目標：男性５０％・女性１００％取得 

育児休業等の取得しやすい職場環境を整備するとともに、円滑な職

場復帰を支援する。 
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    ① 育児休業及び育児短時間勤務制度を周知する。 

      制度の内容、取得手続き、経済的支援等の情報を提供する。 

    ② 男性の育児休業を周知する。 

      制度の内容、取得手続き、女性との育児休業の分割取得、経済的支

援等の情報を提供する。 

③ 育児休業等の取得しやすい職場の雰囲気の醸成 

      業務分担の見直し、代替要員の確保、職場での取得促進の積極的な

働きかけ、取得しやすい雰囲気の醸成を図る。 

④ 円滑な職場復帰を支援する。 

      職場情報の提供、復帰後の業務引き継ぎ及び業務分担の見直し等に

よる職場全体で職場復帰を支援する。 

 

（３）子どもの看護等休暇の特別休暇の取得促進 

   子どもを育てる職員の柔軟な働き方を実現するため、子の看護等休暇の

取得を促進する。 

①  取得要件が拡大された子どもの看護等休暇を周知し、取得を推進す

る。 

（取得要件） 

 ・病気、けが ・予防接種、健康診断 ・感染症に伴う学級閉鎖等 

 ・入園式、入学式、卒園式 

② 小学校３年生修了までの子が１人で年５日、２人以上で年１０日   

を限度とした看護等休暇制度を周知する。 

③  子どもの突発的な病気の際には、特別休暇や年次有給休暇を有効に 

活用した休暇を取得できるよう、職場全体で支援する。 

 

（４）年次有給休暇の取得促進 

数値目標：年間取得率：５０％以上 

    定期的に年次有給休暇の取得状況を把握し、取得を促すとともに、事務

処理の相互応援や業務内容の見直しにより計画的な取得を促進する。 

① 定期的に年次有給休暇の取得を促し、職場の意識改革を行う。 

② 部下の取得状況を把握し、計画的な年次有給休暇の取得を指導する。 

③ 祝日や夏季休暇等と合わせた年次有給休暇の取得を働き掛ける。 

④ 安心して年次有給休暇を取得できるよう相互応援体制を整備する。 

⑤ 職員や家族の誕生日、結婚記念日等の記念日、学校行事には積極的に

年次有給休暇を取得する。 
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（５）時間外労働の縮減 

   数値目標：月平均３時間以内 

   継続的に業務内容の見直しを行い、業務改善を図る。 

    ①小学校就学前までの子を養育している職員の深夜勤務及び超過勤務を

制限する制度を周知する。 

    ②休日勤務は必要性等を検討のうえ実施し、他の行事等との関係を整理

し、簡素合理化や統廃合に心掛ける。 

    ③会議や打合せについては、事前に資料を配布するなどにより、業務の

効率的な遂行に心掛ける。 

 

 （６）人事異動における配慮 

    職員とのヒヤリングをもとに、可能な範囲で子育ての状況に応じた人事

上の配慮を行う。 

  

２ その他の次世代育成支援対策 

 （１）子育てバリアフリー 

    子どもを連れた人が気兼ねなく来所できるよう、日頃から親切、丁寧な

対応等を率先して行う。 

  

 （２）子ども・子育てに関する地域貢献活動 

スポーツ・文化活動など、子育て活動に役立つ知識や特技等を持ってい

る職員、地域の子育て活動に意欲ある職員は、機会を捉えて積極的に参

加するとともに、職員が地域活動に参加しやすい職場の雰囲気づくりを

心掛ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 


